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平成２７年（国）第６７１号

平成２８年４月２７日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、国民年金法等の一

部を改正する法律（昭和６０年法律第３４

号。以下「６０年改正法」という。）附則

第１４条の規定による老齢基礎年金の額

の加算（以下、単に「振替加算」という。）

について、その支給を求めるということで

ある。

第２　再審査請求の経過

１　請求人の夫であるＡ（以下「Ａ」とい

う。）は、厚生年金保険法（以下「厚年

法」という。）による老齢厚生年金（以下、

単に「老齢厚生年金」という。）の受給

権者であり、当該年金には、同人の妻で

ある請求人に係る加給年金額が加算され

ていた。

２　請求人は、平成○年○月○日（受付）、

厚生労働大臣に対し、厚年法附則第８条

の規定による老齢厚生年金（いわゆる特

別支給の老齢厚生年金。以下「特老厚年

金」という。）の裁定の請求を行い、同

年○月から特老厚年金を受給していたと

ころ、請求人は、平成○年○月○日付で

厚生年金保険の被保険者資格を喪失した

ことから、その厚生年金保険の被保険者

期間（以下「厚年期間」という。）の合

計は２３９月、３５歳以後の被保険者期

間は２１７月となった。

３　厚生労働大臣は、加給年金額加算対象

者である請求人の厚年期間の月数が、請

求人が３５歳に達した月以降２１６月

（１８年）以上となり、中高齢者の期間

短縮の特例による老齢厚生年金を受ける

ことができるようになったとして、平成

○年○月○日付で、Ａの老齢厚生年金に

加算されていた加給年金額を、同年○月

から支給停止する旨の処分をした。

４　さらに厚生労働大臣は、請求人が平成

○年○月○日に６５歳に達し、特老厚年

金の受給権は消滅したことから、新たに

厚年法第４２条の規定による老齢厚生年

金及び国民年金法第２６条の規定による

老齢基礎年金の裁定をするにあたり、老

齢基礎年金については、請求人が中高齢

者の期間短縮の特例による老齢厚生年金

の支給を受けることができるため、平成

○年○月○日付で、請求人に対し、老齢

厚生年金及び振替加算を加算しない老齢

基礎年金を支給する旨の処分（以下「原

処分」という。）をした。

５　請求人は、原処分を不服として、標記

の社会保険審査官に対する審査請求を経

て、当審査会に再審査請求した。その不

服の理由は、本裁決書添付別紙に記載の

とおりである。

第３　問題点

１　年金額の計算の基礎となる厚年期間の

月数が２４０以上である老齢厚生年金の

額には、受給権者がその権利を取得した

当時、その者によって生計を維持されて

いる６５歳未満の配偶者がいる場合、加

給年金額が加算される（厚年法第４４条

第１項）。なお、配偶者に係る加給年金

額が加算された老齢厚生年金について

は、当該配偶者が、年金額の計算の基礎

となる厚年期間の月数が２４０以上の老

齢厚生年金を受けることができるとき

は、その間、加給年金額の支給は停止さ

れる（同法第４６条第６項）。

２　６０年改正法附則第１２条第１項に

は、老齢基礎年金等の支給要件の特例が

規定されており、これによれば、昭和

２４年４月２日から昭和２５年４月１日

までの間に生まれた女子は、上記厚年期

間の月数が２４０以上とあるのは、３５

歳に達した月以後の厚年期間が１８年

（２１６月）以上と読み替えるものとさ

れている。

３　また、振替加算については、６０年改

正法附則第１４条第１項に、老齢基礎年

金の受給権者が大正１５年４月２日から
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昭和４１年４月１日までの間に生まれた

者であって、６５歳に達した日において、

その者の配偶者の老齢厚生年金等の加給

年金額の対象者である場合に加算する

が、配偶者本人が被保険者期間２４０月

以上（中高齢者の資格期間の短縮の特例

を受ける者は１５年から１９年）の老齢

厚生年金等の受給権者であるときは、加

算されない旨が規定されている。

４　本件の場合、原処分が、老齢基礎年金

の額に振替加算を加算しないとすること

としたことに対し、請求人は、これを不

服としているのであるから、本件の問題

点は、原処分が、適正、妥当なものと認

めることができるか否かである。

第４　当審査会の判断

１　本件記録によれば、次の事実が認めら

れる。

（略）

２　以上を前提として、原処分が適正・妥

当であったか否かを検討する。

（1）　請求人は、平成○年○月○日に

３５歳に達した月以後の厚年期間が

２１６月（１８年）以上となり、中高

齢者の期間短縮の特例による老齢厚生

年金の受給権者となったため、Ａの老

齢厚生年金に加算されていた加給年金

額は支給停止となること、及び請求人

の老齢基礎年金に振替加算が加算され

ないことについては、上記第３の１な

いし３記載の関係法令の各規定のとお

りである。したがって、原処分はこれ

らの各規定に則って行われたものであ

り、もとより適法、かつ、妥当である。

（2）　これに対し、請求人は、別紙記載

のように、「窓口相談員の知識不足に

より、３５才以降の特例期間を見落さ

れ、２０年といった期間だけで説明を

受けた。結果として、３５才以降の特

例期間を満たしてしまい、６５才か

らの振替加算の受給ができなかった。」

ものであり、「夫の加給年金について

も、私が６５才になるまでつくはず

だったのが、説明誤りによって、…夫

の加給年金も、私が６５才になる前に

支給停止になり、年金事務所の説明誤

りで支給されなくなった。」のである

から、原処分は不当であると主張する

のである。

（3）　上記１で認定した事実及び本件手

続の全趣旨によれば、請求人は、○○

年金事務所において年金相談を受けた

が、３度にわたり、厚生年金加入が

２０年未満であれば、Ａの老齢厚生年

金に、請求人が６５歳になるまで加給

年金が支給され、それ以降は、請求人

に振替加算される旨の、明らかに誤っ

た説明をされたため、これを信用して、

新たに厚年期間を得たことにより、結

果的に、加給年金額加算対象配偶者と

なるために必要な「３５歳以後の厚年

期間が１８年未満」という要件を満た

さないこととなってしまったものであ

り、これにより、Ａの老齢厚生年金の

加給年金の支給が停止され、請求人の

老齢基礎年金に振替加算が加算されな

い旨の原処分がなされたことが認めら

れる。そして、年金制度は複雑であり、

一般の被保険者等にとっては難解であ

るのに対し、担当職員は、職務上、被

保険者等とは較べものにならない程の

豊富な知識と経験及び最新の情報を保

有しているものというべきであり、そ

うであるからこそ年金相談という重要

な職務を担当していたものと認められ

るのであるから、相談をする被保険者

等がその説明に信を措くのは、蓋し当

然のことである。したがって、担当職

員は、年金相談において、誤った説明

をしたり、誤った情報を伝えてはなら

ないというべきであり、これは、年金

相談に当たる担当職員が相談を受ける

者に対して負担する職務上の注意義務

であるということができる。そうする

と、請求人に対して、上記認定のと

おり誤った説明をした各担当職員に

は、この注意義務を怠った過失がある

ことは明らかである。そして、３度に

わたって、同様の誤った説明を受けた

請求人としては、これを信用するのは
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当然であり、誤った説明を信じたこと

について責めに帰すべき事由を見出す

ことができない本件においては、上記

各担当職員の誤った説明と、Ａに支給

されていた加給年金額が支給停止とな

り、また請求人の老齢基礎年金に振替

加算が加算されないこととなる３５歳

以後１８年以上の厚年期間を取得して

しまったこととの間には、相当因果関

係があると認めるのが相当である。○

○年金事務所長は、上記１の（5）に

認定のとおり、請求人に対し、お詫び

の文書を送付しているのであるが、今

後の取組として、再発防止及び研修の

強化を徹底することは当然のことであ

るが、今回の請求人に生じた結果は取

り返しのつかないことであり、謝罪す

れば済むという問題ではない。

（4）　しかしながら、各担当職員に上記

の過失があり、その結果、請求人が

３５歳以後１８年以上の厚年期間を取

得するに至り、Ａに支給されていた加

給年金額の支給が停止され、さらには

請求人の老齢基礎年金に振替加算が加

算されなくなるという結果が招来され

たからといって、各担当職員の上記過

失を理由として、３５歳以後１８年以

上となった請求人の厚年期間を１８年

未満であったことにすることはできな

いことであり、また、Ａに支給されて

いた加給年金額について、厚年法第

４６条第６項の規定を無視し、又はそ

の規定に違反してその支給を停止しな

いこととすることも、これをなし得な

いことは明らかである。請求人の上記

主張は、裁判所に対し、公権力の行使

に当たる国の公務員たる性格を有する

日本年金機構職員の職務上の過失によ

り被った損害の賠償を求める給付の訴

えを提起し、その請求の原因として主

張するのであれば格別、本件再審査請

求の対象とされた原処分の違法性、不

当性を主張するものとしては、採用す

ることはできない。したがって、請求

人の上記主張は、失当である。

３　以上の認定及び判断の結果によると、

上記関係法令に則った原処分は適法かつ

妥当であるから、これを取り消すことは

できない。本件再審査請求は、理由がな

いから、これを棄却することとして、主

文のとおり裁決する。
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